
様
式
第
７
号
（
第
８
条
、
第
20条
、
第
27条
及
び
第
36条
関
係
）

様
式
第
７
号
（
第
８
条
、
第
20条
、
第
27条
及
び
第
36条
関
係
）

表
示
は
、
次
の
様
式
に
記
号
 Ｒ
及
び
技
術
基
準
適
合
証
明
番
号
又
は
工
事
設
計
認
証
番
号
を
付
加
し
た
も
の
と

す
る
。

［
同
左
］

［
様
式
略
］

［
様
式
同
左
］

［
注
１
～
３
略
］

［
注
１
～
３
同
左
］

４
技
術
基
準
適
合
証
明
番
号
の
最
初
の
３
文
字
は
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
登
録
証
明
機
関
又
は
承
認
証
明

機
関
の
区
別
と
し
、
４
文
字
目
又
は
４
文
字
目
及
び
５
文
字
目
は
特
定
無
線
設
備
の
種
別
に
従
い
次
表
に
定

め
る
と
お
り
と
し
、
そ
の
他
の
文
字
等
は
総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

４
［
同
左
］

特
定
無
線
設
備
の
種
別

記
号

特
定
無
線
設
備
の
種
別

記
号

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
20の
６
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｔ
Ｓ

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
20の
６
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｔ
Ｓ

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
20の
７
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｔ
Ｑ

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
33の
３
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｊ
Ｑ

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
33の
３
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｊ
Ｑ

第
２
条
第
１
項
第
11号
の
33の
４
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｕ
Ｑ

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

第
２
条
第
１
項
第
84号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｔ
Ｍ

第
２
条
第
１
項
第
84号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｔ
Ｍ

第
２
条
第
１
項
第
85号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｖ
Ｑ

［
略
］

［
略
］

［
同
左
］

［
同
左
］

［
５
略
］

［
５
同
左
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
無
線
設
備
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
設
備
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
電
波
法

第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
同
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
表
示
が
付
さ
れ

た
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
係
る
工
事
設
計
に
変
更
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て
「
旧
証
明
規
則
」
と
い
う
。）別
表
第
二
号
第
一
注
３

の
規
定
に
基
づ
き
旧
証
明
規
則
別
表
第
二
号
第
一
２
の

の
欄
に
付
記
さ
れ
て
い
る
通
信
の
相
手
方
に
高
高
度
基
地
局
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
施

行
規
則
第
四
条
第
一
項
第
六
号
の
二
に
規
定
す
る
高
高
度
基
地
局
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
む
も
の
と
し
て
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
無
線

局
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
九
第
一
項
及
び
第
六
項
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
求
め
の
審
査
は
、
旧
証
明
規
則
別
表
第
二
号
第
一
注
３

の
規
定

に
基
づ
き
旧
証
明
規
則
別
表
第
二
号
第
一
２
の

の
欄
に
付
記
さ
れ
て
い
る
通
信
の
相
手
方
に
高
高
度
基
地
局
を
含
む
も
の
と
み
な
し
て
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
（
こ

の
項
に
お
い
て
「
新
証
明
規
則
」
と
い
う
。）第
六
条
の
規
定
又
は
新
証
明
規
則
第
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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